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１.研究目的

• 外断熱工法においても外装タイル張りへの要求が強い

• 炭酸カルシュームを主成分とした断熱材下地のタイル直
張り工法の場合引張接着強度はJASS19に示される規定
値0.40N/㎟を満たさない場合が多い。

• 断熱材はタイル剥離の原因となる外力を低減する効果が
あるが、耐剥離性能・耐久性能・耐凍害性能については
不明な点が多く、研究例が極めて少ない。

• 断熱材下地外装タイル張りの日射によるタイルの変形と
必要引張接着強度の考察、及び熱伸縮によるタイル面の
挙動と発生応力を解明し、本工法の各種性能と効果を明
確にする。



北面にセット⇒ブロック毎にタイル張り

２．試験体の製作

断熱材を下面に敷込み平板
でのコンクリート打設

北面で３４日目に引張試験 南向きにセット⇒６月～３月暴露

周囲は日射の影響を遮断するため表面・側面とも断
熱材で被覆し、側面と背面は合板で囲った。

変成シリコーン系弾性接着剤接着剤

セメント系既調合張付け材（ポリマー、ノンポリマー）張付けモルタル

ファイバーグラスネットメッシュ

炭酸カルシューム発泡体断熱材

磁器質モザイクタイル 50二丁（暗黒色）タイル



３.試験体概要

C2(8)

A13(4)

A1(4)A2(4)A3(4)A4(4)

C1(4) A9(2) A8(2) A7(2)

5640

120120

11
4
0

30
0
×

3
=9

0
0

12
0

1
20

900×6=5400

A12(2+M3) A11(4+M3)

A10(2+M5)

A6(4+M5) A5(4+M5) A14(4+M5)

( )内は張付けモル厚＋下地モル厚

B2(1+4) B1(1+4)

縦ブロック間は目地ﾓﾙﾀﾙ横ブロック間目地はシール

断熱材ジョイント

試験体は実大を想定した大きさで、Ⅰ・Ⅱの２体作製し、３段６列の１８ブロック
に分割した。各段は下地、目地とも縁切りし、列は一体とした。

囲み数字は試験時の引張試験位置 S せん断試験 耐凍害性試験

A B C F G H I

1

2 ③ ② S ②

3 ① ①

4 ② ② S ② ③

5 ① ① ③ ①
6

D E

メッシュ補強範囲
55

45

32
.1

4
6
.
43

6
.4
3

2020

3

40%欠損

ハンドクリーム

断熱材ジョイント

試験体Ⅱ
メッシュ補強メッシュ補強

45

32
.1

4

95
26

6

34.534.5

6.
43

6.
43

20%欠損

ハンドクリーム



４.各ブロックの実験要因一覧
張付 塗り厚 吸水 下地調整 下地 ｵｰﾌﾟﾝﾀｲﾑ
ﾓﾙﾀﾙ （㎜） 調整材 ﾓﾙﾀﾙ ﾒｯｼｭ （min.）

A1 ポリマー 4 あり なし なし 3

A2 ポリマー 4 あり なし なし 10

A3 ノンポリマー 4 あり なし なし 3

A4 ノンポリマー 4 あり なし なし 15

A5 ポリマー 4 あり ｔ＝５㎜ なし 3

A6 ノンポリマー 4 あり ｔ＝５㎜ なし 3

A7 ポリマー 2 あり なし なし 3

A8 ノンポリマー 2 あり なし なし 3

A9 ポリマー 2 あり なし なし 10

A10 ポリマー 2 あり ｔ＝５㎜ なし 3

A11 ポリマー 4 あり なし あり 3

A12 ポリマー 2 あり なし あり 3

A13 ポリマー 4 なし なし なし 3

A14 ポリマー 4 なし ｔ＝５㎜ なし 3

B1 ポリマー 5（１＋４） あり なし なし 3

B2 ポリマー 5（１＋４） なし なし なし 3

C1 － － － なし － －

C2 － － － ｔ＝５㎜ － －
接着剤

ブロック 工法

モザイク

改良圧着



試験体Ⅰ　健全部　材齢による平均接着強度の比較
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モザイクタイル張り

５．健全部引張接着強度
引張接着強度＜0.30N/㎟は、材齢34日で９ブロック（25%）

材齢176日、322日は引張接着強度≧0.40N/㎟が半数以上

モザイクタイル張りはA4を除けば176日で0.35N/㎟以上。

メッシュ下地については、176日で0.40 N/㎟以上
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健全部引張接着強度の比較
材齢34日⇒176日：引張接着強度は上昇

試験体Ⅰと試験体Ⅱの値には大きな差は見られない。

0.450.350.450.390.390.47322

0.530.370.480.470.350.44176

0.380.340.340.380.280.3734

平均値

0.390.290.240.260.260.29322

0.450.330.320.370.240.25176

0.320.290.210.270.210.1734

最小値

0.480.410.700.610.480.74322

0.650.410.710.560.470.76176

0.530.360.540.490.350.6134

最大値

接着剤
改良
圧着

ﾓｻﾞｲｸ
ﾀｲﾙ

接着剤
改良
圧着

ﾓｻﾞｲｸ
ﾀｲﾙ

材齢
(日)

Ⅱ（ｼﾞｮｲﾝﾄ補強有り）Ⅰ（ｼﾞｮｲﾝﾄ補強無し）

モザイクタイル張りと接着剤張りの引張接着強度はほぼ同等である。
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６．接着不良部（60%、80%)の引張接着強度

A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 A9 A10 A12 A11 A13 A14 B1 B2 C1 C2
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試験体Ⅱ　34日不良部の引張接着強度の比較
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試験体Ⅰ　34日不良部の引張接着強度の比較
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試験体Ⅱ　176日不良部の引張接着強度の比較
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試験体Ⅰ　176日不良部の引張接着強度の比較
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試験体Ⅱ　60%不良部の引張接着強度の比較
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試験体Ⅰ　60%不良部の引張接着強度の比較

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

接
着

強
度

（
N
/㎟

)

34日60% 176日60%

176日健全部平均 34日健全部平均

６．接着不良部（60%、80%)の引張接着強度

60％接着は34日で0.30N/㎟、76日で0.40 N/㎟以下

健全部と比較して強度の低下が大きい
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試験体Ⅱ　80%不良部の引張接着強度の比較
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試験体Ⅰ　80%不良部の引張接着強度の比較
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80%接着は34日176日とも試験体Ⅱの

一部で建全部より低いが概ね同等の強度

20％程度の接着不良は引張接着強度にほとんど影響を与えていない



モザイクタイル張りの引張接着強度は材齢１ヶ月で

0.30N/㎟以上、6ヶ月で0.35N/㎟を概ね確保できる。

接着強度は材齢6ヶ月程度まで上昇し、以後安定した。

モザイクタイル張りと接着剤張りの引張接着強度は

大差ない。

20％接着欠損では引張接着強度への影響は少ない。

メッシュ下地モザイクタイル張りは0.40 N/㎟以上の

強度が期待できる。

７．まとめ


